
ASA r2 システムによるデータベース構成
Enterprise applications
NetApp
February 10, 2026

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-apps-dbs/oracle/oracle-asar2-app-
config-block-sizes.html on February 10, 2026. Always check docs.netapp.com for the latest.



目次

ASA r2 システムによるデータベース構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ブロックサイズ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

データファイルのブロックサイズ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

Redoブロックサイズ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

db_file_multiblock_read_count. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

ファイルシステムオプション . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

RACタイムアウト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  3

ディスクタイムアウト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4

MissCount . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4



ASA r2 システムによるデータベース構成

ブロックサイズ

ONTAP は内部的に可変ブロック サイズを使用するため、Oracle データベースは任意の
ブロック サイズで構成できます。ただし、ファイルシステムのブロック サイズはパフォ
ーマンスに影響を与える可能性があり、場合によっては、REDO ブロック サイズを大き
くするとパフォーマンスが向上することがあります。

ASA r2 では、 AFF/ FASシステムと比較して、Oracle ブロック サイズの推奨事項に変更はありませ
ん。ONTAP の動作はすべてのプラットフォームで一貫しています。

データファイルのブロックサイズ

OSによっては、ファイルシステムのブロックサイズを選択できます。Oracleデータファイルをサポートする
ファイルシステムでは、圧縮を使用する場合にブロックサイズを8KBにする必要があります。圧縮が不要な場
合は、8KBまたは4KBのブロックサイズを使用できます。

512バイトのブロックを使用するファイルシステムにデータファイルが配置されていると、ファイルのミスア
ライメントが発生する可能性があります。LUNとファイルシステムはNetAppの推奨事項に基づいて適切にア
ライメントされていても、ファイルI/Oはミスアライメントされます。このようなミスアライメントが発生す
ると、原因で重大なパフォーマンス問題が発生します。

Redoブロックサイズ

Redoログをサポートするファイルシステムでは、Redoブロックサイズの倍数のブロックサイズを使用する必
要があります。そのためには、通常、RedoログファイルシステムとRedoログ自体の両方で512バイトのブロ
ックサイズを使用する必要があります。

Redo率が非常に高い場合は、少ない処理で効率よくI/Oを実行できるため、4KBのブロックサイズの方がパフ
ォーマンスが向上する可能性があります。Redo率が50MBpsを超える場合は、4KBのブロックサイズをテスト
することを検討してください。

一部のお客様では、ブロックサイズが512バイトのRedoログをブロックサイズが4KBのファイルシステムで使
用し、非常に小さなトランザクションが大量に発生するという問題が報告されています。このパフォーマンス
の問題は、複数の512バイトの変更を4KBの単一のファイルシステムブロックに適用する際のオーバーヘッド
が原因で発生していましたが、ファイルシステムのブロックサイズを512バイトに変更することで解決されま
した。

* NetAppでは、関連するカスタマーサポートまたはプロフェッショナルサービス部門から指示
があった場合、または正式な製品ドキュメントに基づく場合を除き、Redoブロックサイズを変
更しないことを推奨しています*。

db_file_multiblock_read_count

。 db_file_multiblock_read_count パラメータは、シーケンシャルI/OでOracleが
単一の処理として読み取るOracleデータベースブロックの最大数を制御します。
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AFF/ FASシステムと比較して推奨事項に変更はありません。ONTAP の動作と Oracle のベスト プラクティ
スは、 ASA r2、 AFF、およびFASプラットフォーム全体で同一です。

ただし、このパラメータは、すべての読み取り処理でOracleが読み取るブロック数には影響しません。また、
ランダムI/Oにも影響しません。影響を受けるのはシーケンシャルI/Oのブロックサイズだけです。

Oracleでは、このパラメータを未設定のままにしておくことを推奨しています。これにより、データベースソ
フトウェアは自動的に最適な値を設定できます。つまり、このパラメータは通常、I/Oサイズが1MBになる値
に設定されます。たとえば、8KBブロックの1MB読み取りでは128ブロックを読み取る必要があるため、この
パラメータのデフォルト値は128になります。

顧客サイトのNetAppで発生したデータベースパフォーマンスの問題のほとんどには、このパラメータの設定
が誤っています。Oracleバージョン8および9では、この値を変更する正当な理由があります。そのため、パラ

メータが init.ora ファイル：データベースがOracle 10以降にアップグレードされたため。従来の設定であ
る8または16をデフォルト値の128と比較すると、シーケンシャルI/Oのパフォーマンスが大幅に低下します。

* NetApp推奨*設定 db_file_multiblock_read_count パラメータがに存在していてはなり

ません。 init.ora ファイル。NetAppでは、このパラメータを変更することでパフォーマン
スが向上するという状況は発生していませんが、シーケンシャルI/Oのスループットに明らかな
影響を及ぼすケースは少なくありません。

ファイルシステムオプション

Oracle初期化パラメータ filesystemio_options 非同期I/OとダイレクトI/Oの使用を
制御します。

ASA r2 の filesystemio_options の動作と推奨事項は、パラメータが Oracle 固有であり、ストレージ プラット
フォームに依存しないため、 AFF/ FASシステムと同じです。ASA r2 はAFF/ FASと同様にONTAP を使用する
ため、同じベスト プラクティスが適用されます。

一般的な考え方に反して、非同期I/OとダイレクトI/Oは相互に排他的ではありません。NetAppでは、お客様の
環境でこのパラメータの設定ミスが頻繁に発生し、この設定ミスが多くのパフォーマンス問題の直接的な原因
となっていることを確認しています。

非同期I/Oとは、Oracle I/O処理を並行処理できることを意味します。さまざまなOSで非同期I/Oが使用可能に
なる前は、ユーザが多数のdbwriterプロセスを設定し、サーバプロセスの設定を変更していました。非同期I/O

では、OS自体がデータベースソフトウェアに代わって効率的かつ並列的にI/Oを実行します。このプロセスに
よってデータがリスクにさらされることはなく、OracleのRedoロギングなどの重要な処理も同期的に実行さ
れます。

ダイレクトI/OはOSのバッファキャッシュをバイパスします。UNIXシステムのI/Oは、通常、OSのバッファキ
ャッシュを通過します。これは内部キャッシュを持たないアプリケーションでは便利ですが、OracleはSGA内
に独自のバッファキャッシュを備えています。ほとんどの場合、OSのバッファキャッシュを使用するより
も、ダイレクトI/Oを有効にしてサーバRAMをSGAに割り当てる方が適しています。Oracle SGAはメモリをよ
り効率的に使用します。さらに、I/OがOSバッファを通過すると、追加の処理が発生し、レイテンシが増加し
ます。レイテンシの増加は、低レイテンシが重要な要件である書き込みI/Oの負荷が高い場合に特に顕著で
す。

オフシヨン filesystemio_options 次のとおりです。

• * async。* OracleはI/O要求をOSに送信して処理します。このプロセスにより、OracleはI/Oの完了を待た
ずに他の処理を実行できるため、I/Oの並列化が促進されます。
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• * directio.* Oracleは、ホストOSキャッシュを介してI/Oをルーティングするのではなく、物理ファイルに
対して直接I/Oを実行します。

• なし。 Oracleは同期I/OとバッファI/Oを使用します。この構成では、共有サーバプロセスと専用サーバプ
ロセスの選択、およびdbwriterの数がより重要になります。

• * SETALL。* Oracleは非同期I/OとダイレクトI/Oの両方を使用します。ほとんどすべての場合、 setall

最適です。

ASM環境では、OracleはASM管理ディスクに対して直接I/Oと非同期I/Oを自動的に使用するた

め、 filesystemio_options ASM ディスク グループには影響しません。ASM 以外の展開
(SAN LUN 上のファイル システムなど) の場合は、次のように設定します。

filesystemio_options = setall。これにより、非同期 I/O と直接 I/O の両方が有効にな
り、最適なパフォーマンスが得られます。

一部の古いオペレーティング システムでは非同期I/Oに問題があったため、非同期 I/O を避けるように勧める
古いアドバイスがありました。ただし、非同期I/Oは安定しており、現在のすべてのオペレーティング システ
ムで完全にサポートされています。特定の OS バグが特定されない限り、無効にする理由はありません。

データベースでバッファI/Oが使用されている場合は、ダイレクトI/Oに切り替えてもSGAサイズの変更が必要
になることがあります。バッファI/Oを無効にすると、ホストOSキャッシュがデータベースに提供するパフォ
ーマンス上のメリットがなくなります。RAMをSGAに再度追加すると、この問題が解決します。最終的に
は、I/Oパフォーマンスの向上につながります。

RAMはOSのバッファキャッシュよりもOracle SGAに使用する方がほとんどですが、最適な値を特定できない
場合もあります。たとえば、断続的にアクティブになるOracleインスタンスが多数あるデータベースサーバで
は、SGAサイズが非常に小さいバッファI/Oを使用することを推奨します。この方法では、実行中のすべての
データベースインスタンスが、空いているOSのRAMを柔軟に使用できます。これは非常にまれな状況です
が、一部のお客様のサイトで確認されています。

* NetAppの推奨設定* filesystemio_options に `setall`ただし、状況によっては、ホスト バ
ッファ キャッシュの損失により Oracle SGA の増加が必要になる場合があることに注意してく
ださい。ASA r2 システムは、低レイテンシの SAN ワークロード向けに最適化されているた
め、setall の使用は、ハイパフォーマンスのOracle 展開向けの ASA の設計と完全に一致しま
す。

RACタイムアウト

Oracle RACは、クラスタの健常性を監視する複数のタイプの内部ハートビートプロセス
を備えたクラスタウェア製品です。

ASA r2 システムはAFF/ FASと同様にONTAP を使用するため、Oracle RAC タイムアウト パラメータにも同
じ原則が適用されます。disktimeout または misscount の推奨事項にはASA固有の変更はありません。ただ
し、 ASA r2 は SAN ワークロードと低レイテンシフェイルオーバー向けに最適化されているため、これらの
ベスト プラクティスはさらに重要になります。

の情報は "MissCount" このセクションには、ネットワーク ストレージを使用する Oracle RAC

環境に関する重要な情報が含まれています。多くの場合、RAC クラスタがネットワーク パス
の変更やストレージ フェイルオーバー操作に耐えられるように、デフォルトの Oracle RAC 設
定を変更する必要があります。
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ディスクタイムアウト

プライマリストレージ関連のRACパラメータはです。 disktimeout。このパラメータは、投票ファイルI/O

が完了しなければならないしきい値を制御します。状況に応じて disktimeout パラメータの値を超える
と、そのRACノードがクラスタから削除されます。このパラメータのデフォルトは200です。ストレージのテ
イクオーバーとギブバックの標準的な手順では、この値で十分です。

テイクオーバーやギブバックには多くの要素が影響するため、NetAppでは、RAC構成を本番環境に導入する
前に徹底的にテストすることを強く推奨します。ストレージフェイルオーバーの完了に必要な時間に加え
て、Link Aggregation Control Protocol（LACP；リンクアグリゲーション制御プロトコル）の変更が伝播され
るまでの時間も長くなります。また、SANマルチパスソフトウェアはI/Oタイムアウトを検出し、代替パスで
再試行する必要があります。データベースが非常にアクティブな場合は、投票ディスクI/Oが処理される前
に、大量のI/Oをキューに入れて再試行する必要があります。

ストレージのテイクオーバーやギブバックを実際に実行できない場合は、データベースサーバでケーブルを取
り外すテストを実行して影響をシミュレートできます。

• NetAppの推奨事項*：

• を終了します。 disktimeout パラメータを指定します。デフォルト値は200です。

• RAC構成は常に十分にテストしてください。

MissCount

。 misscount パラメータは通常、RACノード間のネットワークハートビートにのみ影響します。デフォルト
は30秒です。Gridバイナリがストレージアレイ上にある場合やOSのブートドライブがローカルでない場合
は、このパラメータが重要になることがあります。これには、ブートドライブがFC SANに配置されたホス
ト、NFSブートOS、およびVMDKファイルなどの仮想データストアに配置されたブートドライブが含まれま
す。

ブートドライブへのアクセスがストレージのテイクオーバーやギブバックによって中断された場合、Gridバイ
ナリの場所またはOS全体が一時的に停止する可能性があります。ONTAPがストレージ処理を完了するのに必

要な時間、およびOSがパスを変更してI/Oを再開するのに必要な時間が、 misscount しきい値。そのため、
ブートLUNまたはGridバイナリへの接続がリストアされたあと、ノードはただちに削除されます。ほとんどの
場合、削除とその後のリブートは実行されますが、リブートの理由を示すログメッセージは表示されません。
すべての構成に影響するわけではないので、RAC環境内のSANブート、NFSブート、またはデータストアベ
ースのホストをテストして、ブートドライブへの通信が中断してもRACが安定した状態になるようにしま
す。

ローカルでないブートドライブまたはローカルでないファイルシステムをホストしている場合 grid バイナ

リ、 misscount 一致するように変更する必要があります disktimeout。このパラメータを変更した場合
は、さらにテストを行い、ノードのフェイルオーバー時間など、RACの動作への影響を特定します。
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• NetAppの推奨事項*：

• そのままにします。 misscount 次のいずれかの条件が適用されない場合は、デフォルト
値の30のパラメータを使用します。

◦ grid バイナリは、iSCSI、FC、データストアベースのドライブなどのネットワーク接
続ドライブ上に配置されます。

◦ OSがSANブートである。

• このような場合は、ネットワークの中断がOSへのアクセスに影響するか、 GRID_HOME フ
ァイルシステム：このような中断によって原因Oracle RACデーモンが停止し、

misscount-ベースのタイムアウトおよび削除。タイムアウトのデフォルトは27秒です。こ

れは misscount マイナス reboottime。このような場合、 misscount 200にして一致さ

せる disktimeout。

• ASA r2 の SAN 最適化設計によりフェイルオーバーの遅延は短縮されますが、ネットワー
ク ブートまたはグリッド バイナリのタイムアウトは依然として調整する必要があります。

• 拡張 RAC またはアクティブ / アクティブセットアップ ( SnapMirrorアクティブ シンクな
ど) の場合、ゼロ RPO アーキテクチャではタイムアウトの調整が依然として重要です。
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については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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